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議題・報告 

（1） 令和４年度 公民館事業 実施状況報告 

（2） 令和５年度 当初予算について 

（3） 令和５年度 新潟市公民館事業の基本方針について 

（4） ２年間のふりかえりについて 
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渡部中央公民館長あいさつ 

（1）令和４年度 公民館事業 実施状況報告 
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まず、（２）令和 4 年度公民館事業実施状況報告です。今回は、施策毎ではなく、

各館からそれぞれ 5 分ずつ、今年度の事業についてご報告いただきたいと思って

おります。各館ごとに質疑応答の時間を設けさせていただきますので、疑問点や

ご質問がありましたら、このタイミングでお願いしたいと思います。それではま

ずは中央公民館からご報告お願いいたします。 
 
中央公民館の令和 4 年度分の事業について報告をさせていただきます。 
中央公民館の大きな方向性として、今取り組もうとしているのが学生を地域活性

化に生かす取り組み、またオンライン講座の拡大への取り組み、家庭教育におい

ての父親の意識啓発の 3 つです。 
最初に説明するのが学生連携事業の①②ですが、①の方では青陵大学の学生さん

と連携しています。②は開志専門職大学の学生さんと連携しています。青陵大学

の方は昨年度から取り組みをおこなっていますが、開志専門職大学については今

年度初めて、インターンシップのお話をいただいて受け入れることになりました。

中央公民館が考える学生との連携では、学生を人員として使うということは考え

ておらず、学生さんの意見や発想を社会教育の現場の中に落とし込んでいくこと

が理想です。あまりこちらで型にはめるということはせず、イベントの主旨を伝

えて、内容を学生に考えていただきました。結果的には子どもを対象にハロウィ
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ンイベントを行い、大成功だったと思いました。開志専門職大学のアニメ漫画学

科の学生のスキルを活かすことができたイベントになりました。 
次に資料 1-2 の真ん中ほどの乳児期父親学級です。なかなか、子育て関連講座に

参加してもらえない父親に参加してもらうため、夫婦を対象に行いました。父親

の子育てへの意識啓発が目的の講座で、参加者からは好評を得ましたが、課題は

いかにたくさんの人に参加していただくかということです。やはりまだまだ参加

人数が少ないので、そこに工夫が必要と考えています。 
最後は、資料 1-2 の裏、「シニアのためのおうちで気軽にオンライン講座」です。 
シニアは、オンライン講座が苦手だろうという思い込みがあり、中央公民館は取

り組んでは来なかったのですが、試しにやってみました。結果としては 50 名近く

の参加者になりました。また、区だよりによる告知ではなく市公式 LINE を使っ

て広報したこともあってか、集まった方はほとんど中央区外の方でした。この講

座の実施は、オンラインの講座の可能性を測る意味では、大変大きな試金石にな

ったと思っています。これからオンライン講座を普及するにあたって、若い人に

ばかり目をむけるのではなくて、高齢者の方にも、という視点を持てるような結

果が得られたということは非常に大きかったなと思っております。以上になりま

す。 
 
はい、ありがとうございました。それではただいまの中央公民館の報告につきま

して。ご意見ご質問ありましたらお願いいたします。 
 
質問させてください。非常に興味深い取り組みをされているなと思って、お話を

聞かせていただきました。まず 1 点目なんですが、私も高校のコーディネーター

をしているので、学生連携のところが非常に興味深いなと思ってお話を聞いてい

ました。確か以前、青陵大学さんとの地域連携で、なかなかテーマが決まらずに、

大変な苦労されていたということをおっしゃっていたと思うのですが、カクテル

に落ち着かれたあたりの経緯を聞きたいというところと、あと開志専門職大学さ

んとの連携は、ハロウィン事業やることが決まっていて、そこに絡めたというこ

とでよかったでしょうか？ 
 
そうです。 
 
そうすると、具体的な内容が決まっていた中で、どうやったら彼らのスキルが生

かせるかというところで企画を練ってもらったということでよいでしょうか。た

ぶん、何もない状態でテーマを決めるところから始めたパターンと、そうじゃな

いパターンと２種類経験されたのかなと思ったので。 
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順に説明します。①の青陵大学さんのカクテルのイベントの方は、最初におっし

ゃられた通り、なかなかテーマが決まらず、何ができるのか。どうやったらいい

のかということを考えることが、学生の方でなかなか難しかったようで、いろん

なことを模索しては企画がつぶれていく中で、なんとか本町商店街の方たちの協

力を得ながら実現ができました。なんとか形を作って実行をすることができたと

いう経験は、今後に向けて大きな一歩となったと思います。 
そして、もう 1 つのハロウィンパーティーについては、イベントをやることは決

まっていたのですが、中身は全く決まっていなかった状況の時に、開志専門職大

学からインターンシップのお話がありました。カクテルイベントとは逆に、ハロ

ウィンイベントは、ほぼ予定通り進渉させることができました。集まった子達の

パーソナリティとか、人間関係とか、そういうものも大きく影響するのではない

かというのが今のところの感想です。 
ちなみに開志の方は、非常に生徒達に好評だったらしくて、来年度も複数回イン

ターンシップを受け入れてくれないかという話が来ています。受け入れる方向で

考えてはいますが、そこに青陵大学の学生も絡めていけたらおもしろいなという

ふうに思っています。 
 
ありがとうございます。すいません、ちょっともう 1 つ付け足して聞きたいので

すが、大学生に企画を考えてもらうにあたって、ハロウィンということでしたが、

何か地域性と絡めたり、中央区だから、中央公民館だからみたいな要素は考えて

いらっしゃいますか？ 
 
この館全体を使うという企画でしたので、まずそれが中央公民館とかクロスパル

として特徴になると思いますが、本来の目標は、学生の力を地域活性化の取り組

みに活かすことです。ただ今回の様子を見ると、今後例えば、地域の方達に向け

たイベントを考えていく中で、学生達は十分戦力になってくれると思いました。 
 
ありがとうございます。私も色々とやらせていただくにあたって参考にさせてい

ただきたいと思います。 
 
はい、ありがとうございました。そのほかいかがですか？それでは次にいかせて

いただきます。引き続きまして、鳥屋野地区公民館からご報告いただきたいと思

います。 
 
説明の前に、資料の誤りがありましたので、訂正をお願いいたします。資料 1-5 の

「とやのコンサート」ですが、実施月は、11 月は 12 月の誤りです。訂正をお願
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いします。 
次に裏面の 3 段目事業名「鳥屋野潟の地区公民館作品展」とありますけれど、事

業名から「潟の」を削除していただきたいと思いますのでよろしくお願いします。

大変失礼いたしました。 
それでは、かいつまんでご説明いたします。資料 1-1、中段、出前講座、「健康寿

命延伸学習会」についてご説明します。上所コミ協と中央区健康福祉課の南地域

保健福祉センターさんの共催で健康寿命延伸をテーマにしておこなった事業で

す。今回は保健センターさんの方で脚本を作られまして、それを公民館職員の方

で生活習慣病に関する日常の家庭の様子を寸劇で行いました。その後地域のお医

者さんから、生活習慣病や定期健診の活用についてご講義をいただきました。 
続きまして、資料 1-2 の裏面をご覧ください。幼児期家庭教育学級特別編という

ことで、お父さんの子育てに対する出番を増やすということで、「パパと子の『う

んどうあそび』のすすめ」ということで、子どもの発達状態に合った運動・遊び

の理論を学んだ上で、お父さんとお子さんで楽しみながら実践をしたものになり

ます。 
続きまして、資料 1-3 ですが、子ども体験事業ということで夏休みに４つ実施し

ました。一番下の「完全オリジナル自分のおはしでお正月」は、冬休みに実施し

たものです。コロナ禍の影響もありまして定員を絞って募集をしたところ、どの

事業も大変申し込みが多く、抽選ということで受講者を決定しましたが、多くの

方が受講できなかったというところでございます。いずれも大変好評でした。 
資料 1－4 をご覧ください。 「とやの長寿学級」について説明させていただきま

す。新潟市老人クラブ鳥屋野地区協議会と共催でおこなっているものでございま

す。3 回開催の予定でしたが、7 月に認知症予防をテーマに講座を開催しました。

大変多くの方からご参加いただきまして、好評のうちに終わりました。9 月に老

人クラブのサークルによる芸能発表会を予定したのですが、ちょうどコロナの第

７波の感染拡大があり、中止となりました。来月 3 月に落語の鑑賞会を予定して

います。 
最後に資料 1－5 をご覧ください。一番下の「とやのコンサート」は新規事業でご

ざいます。当初 1 回の予定でございましたが、大変好評いただきまして、担当の

熱意もあり、もっとやりたいということもあり、県の「文化芸術ふれあい提供事

業出前講座 2022」というのを活用しまして、出演者の謝金を捻出するなどして、

７月、10 月、12 月の 3 回開催しました。以上です。 
 
ありがとうございます。今の鳥屋野地区公民館の説明について、ご質問・ご意見

ありましたらお出しください。 
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資料 1-3 の子ども体験事業ですが、対象には、中学生は入っていますか？ 
 
子ども体験事業の対象は、いずれも小学生です。 
中学生は対象外ということでしょうか？ 
 
はい。 
分かりました。 
 
その他いかがでしょうか？私から一点、同じ子ども体験事業のところですが、抽

選をするほど申し込みが多いということでしたが、募集の仕方につきまして、例

えば学校さんとかにチラシを配ってそこで広報をしている等、募集の仕方が一点

と、申し込みいただいた方達は、リピーターの方が多いのか、仲間みんなで申し

込もうよということで数が多くなるのでしょうか。それともこのコロナ禍で、イ

ベントを見て、仲間でというのではなくて、自分で出たいから申し込んでいるん

でしょうか？ちょっとそこまでは見えないもしれないのですが、お分かりになる

範囲で教えてください。 
 
まず周知の方法ですが、各所にチラシを設置したのと、あと学校の方にチラシを

家庭数送付しました。申し込みが多くなった要因ですが、まず一点、定員が 15 名

程度と少ないというのも要因かなと思います。それから、参加者を見てみますと

特定の学校で申し込みが多いものは子ども同士で誘い合ったと思われますが、色

んな学校から参加されていますので、自分の意志や、場合によってはチラシを見

たお父さんお母さんが行ったらどうかというふうに言ったのか、そこらへんはち

ょっと分析しきれていません。 
 
ありがとうございます。もともと定員が少ないんだというお話しがありましたが、

その辺は、例えばこれだけ申し込みがあるということで、来年度以降は少し定員

を広げるというような工夫というのはできそうなイベントなのでしょうか？ 
 
コロナの収束状況を見ながら、できる限り定員を拡大していきたいと思っていま

す。 
 
続きまして東地区公民館からご報告いただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 
 
東地区公民館では公民館事業をやるにあたって、地域との連携を色々模索してお
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ります。私たちの公民館の周りには、小学校で言うと、5 つの小学校、万代長嶺・

沼垂・笹口・紫竹山・南万代、中学校では宮浦中学校が管轄になっています。コ

ミ協では各小学校区にコミ協がありますけれども、特にうちの公民館の地域性、

近距離というところで考えますと長嶺コミ協さんと万代コミ協さんとの連携を主

に模索して活動しております。 
 
資料の 1-1 の東地区公民館の場所を見ていただきたいのですが、事業名でいうと

「英語で法被でまち歩き」「地域活性化支援事業」、下の方には「地域の茶の間た

んぽぽ」と書いてあると思うんですけど、その主な連携先を見てもらいたいんで

すけれども、ここには沼垂コミ協さん、あとはここにいる万代高校の司山コーデ

ィネーターさん、「長嶺世代間交流会」では、長嶺地区コミュニティ協議会。あと

万代長嶺小学校等、コーディネーターの力が大きなところが働いていただいてい

て、公民館が困った時に、学校と連携しようという時には、このコーディネータ

ーを中心に学校とこんなことやりたいってことで、ご相談させていただいて、こ

のような事業ができていると思っております。 
次にページをめくって、3 枚目、館名東地区公民館で、「公民館職場体験」が最初

に来ているページの中ほど「幼児期家庭教育学級（復帰・入園準備セミナー）」と

書いてあるところがあると思うんですけど。今まで家庭教育ということであれば、

私たちはゆりかご学級とか、幼児期教育というところで、お母さんを対象にした

事業をしていました。今回、復帰セミナーもお母さん対象なんですけれども、お

母さんが復帰するにあたって、パートナーである夫の力も必要だよね。っていう

ことで本来ならば 3 月に事業をやる予定だったんですけれども、職員同士で話し

合って、3 月だと復帰目の前だから遅いということで、12 月に 2 回ほど実施しま

した。保育の定員とかがありますので、パートナーの方にも参加して頂き、9 組、

延べ 22 人に参加していただきました。 
次のページ 1-3 の裏側の「わくわくキッズ」ですが、文化財センターと、浚渫船

とか、ものづくりマイスターによる事業をおこなっています。これは皆ただでや

ることができましたので、お金が一切かかっていません。 
今回、万代長嶺小学校と東地区公民館で、元々は 11 月ぐらいに、ここにいる塩田

さんの方から「3 年生が公民館に見学に行くから公民館のこと教えてください」

っていうふうな話だったんですけども、それであれば毎年やってることをこっち

も同じように説明するといいのかなと思ったんですけども、塩田さんの方からご

注文がありまして、ただ説明するだけではなくて、公民館が地域から何が必要と

されてるか、小学生と公民館で何かやれることも考えてみてください。というふ

うな課題が与えられました。公民館の方では、地域性で学校と公民館が近いです

し、また新潟駅でも近い。あと沼垂も近いので、観光で公民館と地域で万代長嶺



 
中央公民館運営審議会会議概要 

中央公民館  

19 枚中 7枚目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤瀬議長 

 

 

齋藤委員 
 
 
 
 
片桐館長 
 
 
 
 
藤瀬議長 
 
 
関口館長 
 
 
 

小学校のみなさんと交流できないかという提案をさせてもらったり、小学生が公

民館の方で集まりが悪いので、小学生が公民館に来るような事業を一緒に考えて

みませんか？っていうような提案をさせていただいています。なんとか学校と交

流して、昨日実は塩田さんを通じて小学生からお手紙をいただきました。この中

には、「私たちが考えた事業を書いてありますので読んでください」ということで、

開けてみてまず本当に驚いたのが、小学生の字があまりにも綺麗だったっていう

ところにすごく驚いて、後で回覧しますので見ていただきたいと思うんですけど、

小学生の字がこんなに綺麗なのか。今それこそタブレットで、字を書く機会が少

なくなっているのに、ちゃんと綺麗な字で書いてあるなというところと、私たち

が考えた事業の中で色々とアピールポイントとかが書いてあるんですけども、こ

の中で私が良かったなっていうのがダンボール工作なんですけど、段ボール工作

は家ではできないので、公民館にしかできない事業なので、それがストロングポ

イントですっていう感じの説明があったので、小学生でここまで考えてくれるん

だなっていうことが嬉しかったところです。 
以上で説明終了します。ありがとうございました。 
 
それではただいまの東地区公民館の報告につきまして、ご意見ご質問のある方、

どうぞお願いいたします。齋藤委員お願いいたします。 
 
今、東地区公民館の話で興味を持ったのが「わくわくキッズ」というイベントで

すが、これはあまり経費はかからないのに、非常に評判がよかったというような

お話を聞きましたけれど、他の公民館さんもこういうアイデアを出されたらどう

かなということで、私、非常に関心しております。 
 
公民館に、県や市の他部署の方から、こんな事業やりませんかということでチラ

シで回ってくるので、それを見つけて、お金がかからないものはうちの事業でや

ってみましょうかということで取り組んでいます。浚渫船は下の方まで新潟市の

バスを使ってみたりしてお金をかけずにやっています。 
 
ありがとうございます。そのほかいかがでしょうか？はい、それでは続いて関屋

地区公民館さんご報告お願いします。 
 
お手元の資料 1-5、基本施策 5 の裏面になります。そちらの関屋地区公民館の表

のところをご覧いただきたいと思います。グレーになっている事業は、中止にな

ったものとなります。 
文化祭につきましては、利用団体連絡協議会の方々とギリギリまで開催の可能性
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を探っていたのですが、最終的には中止を決定いたしました。代わりと言っては

あれなんですが、活動団体の方の作品、絵画とそれから関屋中学校の美術部のみ

なさんの作品を館内に展示という形で実施をしております。 
次に表の上から 2 つ目、「関屋モーニングサロン」について説明をさせていただき

ます。お配りしたチラシの 1 枚目、ピンクのものです。1 月に第 4 回目が開催さ

れまして、予定されていた全ての講座が終了しています。資料には、開催の回数

全 7 回と書いてあるんですけども、今年度はもともと 4 回の予定でスタートして

おりますので、お手数ですが全 4 回に訂正をお願いいたします。この講座につき

ましては、地域の課題解決に取り組むテーマについて学んだり、参加者同士の交

流をはかったりすることを狙いとしています。コロナ禍の影響から 2 年連続で開

催を中止しておりましたが、今年度復活、開催することができました。本講座の

最大の特色としましては、過去に関屋地区公民館で実施された講座の受講生の

方々を中心とした、地域住民の方々の手で運営されていることが挙げられます。

現在は 7 人の方が活動されておられまして、各回のテーマや講師の選定等も含め、

この地域にとって今、何が必要なのかということを、話し合いを重ねながら講座

を組みあげています。地域のニーズにマッチした内容であることや、地域の中で

浸透している講座ということもありまして、毎回多数のご参加をいただいており

ます。お手元の資料は 12 月末の数値を載せていますので、ちょっと異なるのです

が、4 回終了しました今年度の最終的な延べ参加者数は、209 人。一回あたりの平

均参加者数は、52 人となっておりました。 
続きまして、チラシでいいますと S2・S3、黄色とピンクのものですが、「大人の

ための朗読入門」です。この講座につきましては、朗読の初心者向けの入門講座

として、全 6 回の連続講座として企画しました。今年度の新規事業になります。

特徴としましては、当初から、第 6 回の最終回を、一般の方も入場可能な発表会

として設定しておりまして、目標に向かった学習と学習達成成果のアウトプット

までを 1 つのセットとして構成していることが挙げられます。また、朗読の題材

としまして、文学作品の他に、新潟県内各地に伝わる昔話を取り上げることで、

地域文化に触れる機会としての効用も狙いの一つとしています。定員は当初 16 人

という設定だったのですが、5 つの区、38 人の方から申し込みありまして、抽選

の倍率が 2.4 倍になってしまいました。そのため、会場の方を工夫しまして、20
人ということでスタートをしております。講座終了後は、受講されている方達か

ら「もっとやってみたい」という学習継続を希望する声が非常に多く上がりまし

て、自主サークルが結成されました。そのメンバーの中には、こういった朗読等

を含めて地域で何か自分でボランティアをやりたいんだという方もいらっしゃい

まして、今後、地域での活躍が期待されるところです。 
以上簡単ではありますが、関屋地区公民館の報告になります。 
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はい、ありがとうございました。それではただいまの関屋地区公民館さんの事業

報告につきましてご意見・ご質問のある方、どうぞご発言ください。 
 
ご説明が無かった件なのですが、資料 1-1 一番下の「サークル活動体験会」とい

うイベントをやられたようなのですが、参加者 10 名程度とありますが、これは今

まで会員でない方がサークルに行って話を聞いてサークル活動を体験するという

趣旨だと思うのですが、とてもよいものだと思うのですがその辺の反響はいかが

だったのでしょうか？ 
 
10 人が最終的に活動団体に入ったかどうかまでは分かっていないのですが、どの

グループについても会員が減少傾向にあることからも、機会をとらまえて広げて

いきたいというふうに考えております。 
 
「大人のための朗読入門」でアウトプットまで、最後の発表まで持っていった、

成果発表ができるというのは素晴らしい取り組みだと思いました。 
ひとつ質問させていただきたいのが、「関屋モーニングサロン」で、企画委員がい

らっしゃるということでしたが、地域のことを理解されている地域の方というこ

とでしたが、これはどういう方々が集まってきてどのぐらいの頻度で会議されて

やっていらっしゃるのか気になりましたので教えていただけませんでしょうか。 
 
ありがとうございます。モーニングサロンの企画委員ですが、平成 10 何年頃に講

座を受けた参加者の方と聞いています。ずっと続けていらっしゃる方もいらっし

ゃいますし、講座の参加者ではないのですが、公民館の仕事をしていて今は違う

ことをしているという方が地域にいらっしゃって、その方が今年から新しく参加

しています。基本的には、団体を持って公民館の活動をやっている方もいらっし

ゃいますし、単純に講座に参加している人もいますし、公民館全体の活動協力員

的な人もいるという感じで寄り集まってということになります。ちなみに私の前

任者の前公民館長が退職となりまして、ベテランの委員さんが交代するというこ

とで辞められたので、急遽今年からメンバーになっております。 
開催頻度につきましては、概ね年 3 回程度。各回の開催に対してその準備として

それぞれ 1 回。それから振り返りもあるので、振り返って次年度の企画を考える

のが１回ないし 2 回という感じになります。 
 
企画委員は随時募集しているというわけではないんですね。固定メンバーの方が

ずっと講座を受けられて継続しているようなイメージなんですね。 



 
中央公民館運営審議会会議概要 

中央公民館  

19 枚中 10 枚目 

 

関口館長 

 

 

 

 

 

 

司山委員 

 

藤瀬議長 

 
募集しますというふうに広々と貼り出したりはいないのですが、新しい人が入る

といいよねという話は出ています。もう 10 何年もやっているということは、当時

既にそれなりの年齢だった方達なので、自分達も高齢化していてはいかんなとい

う話は出ていて、新しい人をということは考えてはいるんですが、広く募集して

というのはやっていないので、ちょっと考えてみたいと思います。ありがとうご

ざいます。 
 
ありがとうございました。 
 
ありがとうございました。各委員から時間があれば本当はもっといろんなところ

をお聞きしたいというところかと思いますが、聞きたくなるような魅力的な事業

がたくさんあるなという印象を持たせていただきました。 
時間の都合で、事業報告はここまでとさせていただきたいと思います。 
 

（2）令和５年度 当初予算について 

村山補佐 

 

伊藤係長 

 

 

藤瀬議長 

 

 

齋藤委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
村山補佐 
 
 

資料２に基づいて、歳入と歳出（施設の管理運営費）部分について説明 

 

資料２に基づいて、歳出（家庭教育振興事業・公民館事業・子ども体験活動・ボ

ランティア活動推進事業）について説明 

 

当初予算について、みなさんの方からご意見やご要望がありましたら、お聞かせ

ください。 

 

「施設の管理運営費」のところで、維持管理費の大半を生涯学習センターが賄っ

ているということですが、生涯学習センターが負担している額というのはどのく

らいの額になるのでしょうか？ 

それから、連日テレビで電気水道ガス料金が 3 割か 4 割も上がっているというこ

とをやっていますので、この予算では賄いきれないのではないかと心配していま

す。また施設も老朽化して機械等が劣化してきているものに対処しなければいけ

ないかと思うのですが、予算の削減の大号令のもとで大変だと思いますが、公民

館としてはどんなお考えを持っていらっしゃるかお聞きしたいと思います。 

 

生涯学習センター部分の負担額については、資料が無いためお答えできません。 

光熱水費の方は、これ以上また高騰するとなると今年度同様、補正という形にな

るかと思います。施設の修繕については、中央区だけでなく、市全体を見ながら
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渡部館長 

どこを優先するか、全体を見ながら修繕とか改修を計画しながら、大きな工事に

なれば公共建築の関係と相談しながらやっていくような形をとっております。な

るべく予算の中で調整しているような状況です。 

 

今の光熱費に関してなのですが、拝見してこれでやっていけるのか、というのが

正直な感想です。これだけ上がっているので、夏と冬くらいはエアコン代という

ことで 100 円くらい多く利用料を取ってもよいのではないかと思います。そのあ

たりもどこかで考える必要があるのではないかというのが 1点です。 

予算も人員も減ってくるのは目に見えていますし、設備も傷んできますので、公

民館事業については、今後も 5 つの分野を各公民館が丁寧にやっていくことも大

事ですが、地域の実情に応じて多少凸凹があってもよいのではないか。例えば私

は出来島の方しか知らないのですが、すごく若い方が多いです。鳥屋野地区なん

かは子育てに関することをかなりたくさんやってもいいのかなと。関屋の方はシ

ニアの数が多くて、あまり子どもの数がいない。選択と集中で、この２～３年は

ここに重点を置くというような判断をしなければならない時期に来ているのでは

ないか、というのが 2 点目です。 

3 点目は、今、国が少子化対策ということで色々やっています。公民館には保育ル

ームがありますので、これを有効に使って少子化対策に貢献する方法があるので

はないかと思います。たまたま読んだ本の中で、赤ん坊を持つまで、まったく赤

ん坊を抱いたことがないという両親がたくさんいらっしゃるんだそうです。そう

なってくると、そのあたりを一体どうやってカバーしていくのか。そんな場所は

どこにもないわけです。少子化対策の一環として公民館の役割としていい面が使

えるのではないかと思います。以上です。 

 

鈴木委員から 3点、非常に示唆に富むお話がございました。 

光熱水費の高騰を踏まえて、それでも快適な空間を保持したいということから、

時には利用者負担をプラス 100 円するくらいなら、もしかしたら払えるのではな

いかというご意見。 

2 点目は予算も人員も減ってきている中で、各館みんな同じというよりは、選択

と集中を考えていってもよいのではないか。 

それから 3 点目、少子化対策に公民館が持っている機能である保育ルームを活用

できるのではないかというご意見だとお聞きしました。事務局の方から今のご意

見に対しまして、こんなふうにお考えだとかいうところがありましたらお聞かせ

ください。 

 

1 点目から順にお答えしていきたいと思います。 
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藤瀬議長 

予算について、これでいけるのかと言われると正直厳しいかもしれません。光熱

水費はここだけに限ったことではなく、新潟市全体の話になりますので、高騰が

続くようであれば今年度同様、年度途中での補正を組む必要があるのではないか

と思っています。当初予算でも光熱水費は少し余計に盛られてはいますが、この

情勢が続くと厳しいというのがあります。今ご提案の利用料を上げるということ

については、ご提案があったということは私たちも認識させていただいて、もし

機会があれば、運営審議会の中でそのような意見が出たということを披露したい

と思います。 

ただ、利用料を上げるとなると条例改正も必要ですし、良しとしない方もいらっ

しゃいますので、丁寧な説明と市民の皆様の十分な合意形成が必要になると思っ

ております。 

2 点目。館や地域の実情に応じたというところについては、中央は中央の関屋は

関屋の東は東のそれぞれの地域の実情が違いますので、私たちは、例えば 2 階に

保育室がありますので、いわゆる家庭教育、子育て系に特化していきます。東の

片桐館長のところは司山さんと色々手を組みながら学校連携をやっていただいて

います。いわゆるその館の特色、地域の特色というのは色々あると思いますので、

それは私たちも今後も考えながら、各館長たちとも相談をしながら、鈴木委員ご

提案の地域の実情に応じたという部分は考えていきたいと思っています。 

3 点目、保育ルームにつきましては、この 4 館の中では中央公民館が一番規模が

大きいですから、保育ルームが一番大きいのは私たちが持っていると思うのです

が、伊藤係長の方から子育ての事業の方を説明させていただきましたけれども、

こういったところは有効に活用しながら、といっても、講座を増やせるわけでも

ないのですが、保育ルームを有効に活用しというところは念頭において講座を組

んでいきたいと思っています。以上です。 

 

ありがとうございました。 

それでは当初予算については、ここまでとさせていただきたいと思います。様々

なご意見ありがとうございます。ぜひ活かしていっていただきたいと思います。 

（3）令和５年度 新潟市公民館事業の基本方針について 

渡部館長 

 

藤瀬議長 

 

 

井上委員 

 

資料３により令和５年度新潟市公民館事業の基本方針について説明 

 

ただいまの「新潟市公民館事業の基本方針令和 5 年度版」につきましてご意見ご

質問を承りたいと思います。 

 

今日ずっと公民館の取り組みに発見と刺激をいただきながら聞いておりました。

事業報告から続けてになってしまうのですが、印象に残ったのが、3 公民館から
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藤瀬議長 

 

 

 

 

父親の育児参観についてご報告をいただきました。そういった意味では地域ある

いは新潟市として、そこのところに公民館が取り組んでいるのではないかと思い

ました。当然公民館ごとの違いはあると思うのですが、であれば、ある程度共通

の課題として父親の育児参加に取り組み、公民館ごとに同じような内容で 1 回や

ってみて振り返り、もし課題があったらブラッシュアップしたものをやってみる

ことで、新潟市が父親の育児参加についての先進地になる可能性もあるのかなと

思いながら聞いていました。 

今のお話の中で、はじめのところで、「これからの社会をたくましく生きぬく力を

育成する」とあったので、なおさら今まで以上に各地区公民館の交流を踏まえな

がら、共通の課題として取り組んでいくことが生き残りの策かなと思ったところ

です。先ほど渡部館長がおっしゃっていた利用料アップについても、仕方ないで

すよね。光熱水費が上がるとか施設の老朽化を補うための価格のアップというの

はしょうがないと思うのですが、それを補うためにどういったことをやっている

かというのを更にアピールすれば、よりよく市民の理解が得られると思うので、

少なくとも今聞いた中では、父親の育児参加について公民館は取り組んでいるん

だよということを更にアピールしてもよいのではないかと思いました。 

先ほど司山委員からもお話があった通り、一番素晴らしいなと思ったのは、関屋

地区公民館の朗読の講座なのですが、繰り返しになりますけれども、興味がある

こと関心があることを学んで徐々に上達していって、それを発表する場があると

いうのは、今回は大人対象ですけれども、子どもであっても母親であっても老人

であっても変わらないと思うんです。分からないことを知っていって、何となく

動いていって、人に見せて喜ばれるっていうこと。そういう人との取り組みを他

の分野でも活かしながらやっていければ、基本方針に沿う形になるんじゃないか

と思いました。感想と意見で申し訳ないんですけれども、参考にしていただいて、

次年度以降の事業に活用していただければと思います。 

 

ご意見ありがとうございます。参考にさせていただきます。 

 

父親の育児参加についての講座がいくつか共通でありましたし、これはそれぞれ

の館ごとに地域性を反映して事業を組むとしても、どの館にも共通な大事なこと

かなと私も思わせていただきました。ありがとうございます。 

 

その他、皆さんいかがでしょうか？ 

（意見なし） 

令和 5 年度もご説明のとおり、令和 4 年度と同じ基本施策で事業を組んで展開し

ていただくことになると理解いたしました。それでは基本方針についてはここま
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続きましての議題です。今回の会議で、運営審議会委員の皆様の 2 年間の任期が

終了いたします。委員の皆様からこの時間に公民館運営審議会委員としての 2 年

間を振り返っていただいて、それぞれのお立場でのご意見や感想等を一言ずつお

聞かせいただきたいと思います。 

阿部委員から順番によろしいですか？ 

 

寄居中学校の阿部でございます。2 年間お世話になりました。ありがとうござい

ました。また、丁寧な事業の説明、来年度の方針についてお話しいただきありが

とうございました。来年度の基本方針を読ませていただいて、冒頭の部分は、こ

のまま寄居中学校の教育計画でも使えそうな文言がたくさん並んでいて、学校と

公民館の事業というのは非常に共通点が多いんだなということを改めて感じた次

第です。 
私の関心事としましては、前回の会議でも申し上げた通り、部活動の地域移行に

対してどう対応していくか。部活動で培ってきたコミュニケーション力、あるい

は粘り強さとか、あるいは自己肯定感とかそういったものを育む教育活動を学校

として改めて考えていく必要があるなと思っているところです。 
そんな中でやっぱり学校としては、社会教育との連携っていうのが、これから改

めて見直していく必要があるというふうに思っております。学校を預かる者とし

て、ぜひこれから、社会教育をすすめていらっしゃる皆様方と連携ができればい

いなと思っています。 
そんな中で予算規模が縮小されているというのがちょっと心配な部分があるんで

すけど、ぜひこれからも手を携えて子どもたちが育てられるようにお願いできれ

ばなと思います。2 年間ありがとうございました。以上です。 
 
2 年間お世話になり、感謝申し上げます。特に 3 年ほど前からはコロナ禍で、い

ろんなご苦労があったかと思います。これを拝見すると、中止になった事業は、

概ねがコロナによってということになっていて、なかなか収まらないまま数年経

ってしまったなぁと思います。春からどんどん変わってくる動きもあるようです。 
そんな中で、ある程度一般化したオンライン事業であったり、リアルが戻ってく

ると思うんですけども、もしかしたらオンラインによって、これまで関わりがな

かった方が公民館活動に関わってきたのかもしれませんし、今、過渡期になると

思います。そのへんをうまく使い分けをしながら、ご苦労も大変おありかと思い

ますが、運営をしていっていただきたいと思います。どれだけ私が力になれるか
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分かりませんけど、これからも市民として公民館の活動に関わっていきたいと思

います。また、機会があればこういった場に立ちたいと思います。本当に 2 年間

ありがとうございました。 
 
2 年間、初めて運営審議委員をさせていただきました。直接公民館の運営とは関

係ないんですけど、私は利用者団体の協議会に入っておりまして、この 3 年間、

文化祭が止めになってしまったのが残念です。利用している団体の会員数の減少、

高齢化、活動に興味がないというような状況で、文化祭のような目玉の活動がな

くなったような感じで、利用者団体がどんどん減っていくというような状況です。

そうしますと、公民館としては、多くの人に利用してもらいたいという要望に相

反するような経過が今後続いていくような気がして、それが、私が一番心配して

いることですが、それを避けられそうもないような情勢になっています。なんと

か利用者団体か活動を活発にして、公民館活動をもっと活発な方向に持っていき

たいと思っているのを、この 2 年間感じまして、ちょっと残念だと思っておりま

す。ありがとうございました。 
 
こういう会議は初めてでしたので、今までは利用させていただく立場しかみてお

りませんでしたので、大変勉強になりまして、職員の皆様のご苦労を再認識いた

しました。 
ちょっと感想ですけど、各事業のご説明をお聞きして、大変勉強になったんです

けど、感じましたのは、これをできれば公民館皆様の全員の前でやった方が、我々

以上に持って帰れるものはお有りなんじゃないかなと思いました。このような会

議を地区の公民館の皆様に共有できないかなというのが一点です。 
それからもう一つは、確かに利用団体は減っているんですけど。団塊の世代がこ

れから一気にシニアの部類に入りますので、実は減ってるんだけど公民館のシニ

アの利用団体を作るのが非常に大事になってくると思います。これだけコロナで

人が切れてるのに、何とか人のつながりをどこかで作ることをしていかないと大

変なんじゃないかなというのが 2 点目です。 
と同時に、関屋地区公民館の予算と人員の現実を見せていただいて。今は正規職

員は 2 人しかいらっしゃらない。あと 2 人はパートだか契約で。今まで文化祭は

職員におんぶに抱っこだったんですが、自立しようかなというようなことを考え

ないとジリ貧になってしまうので、今一生懸命館長さんと話していて、何とかし

て利用団体で文化祭とかそういう事業を自力で全部やれるようにしたいというの

が夢です。 
大変お世話になりました。ありがとうございました。 
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運営審議会に参加させていただいて、色々な公民館さんの取り組みを私自身が聞

かせていただきながら勉強をさせていただきました。その勉強の中で私自身がち

ょっと思い出したことがあるので、少しお話しさせていただきたいなと思うんで

すが。私出身上越市なんですけれども、小学校の頃に、まだ合併前の上越市です

が、上越市が主催をしているわんぱくラリーという、小学生 4 人 1 組でそれぞれ

の地域を周りながらチェックポイントがあるんですけど、観光地だったり、有名

な場所だったり、そういったところを巡っていってポイントをたくさん集めたチ

ームが優勝するというような取り組みをしていまして、私それ小学校の頃に参加

をしました。で、小学生だけだと色々分からないこともあるので、そこに必ず高

校生のリーダーがくっついて一緒回るという取り組みがあって。私小学校の時に

経験したので、そのついてくる高校生どんな人なんだろうと興味を持ちました。

そして、高校生になった時にリーダー養成事業というのを上越市がやっていて、

それがその高校生に当たる部分になるんですけど、私はそのプレイリーダーとい

うのに参加して、実際に今後は逆の立場で小学生を導いていくというようなこと

をさせてもらいました。 
で、その経験が多分あったのかなと思うんですけど、大学になってからも、子ど

もたちと接するような公民館の事業などにも参加させていただきましたし、今も

高校生と関われるような立場でいさせていただいているっていうのが、順繰り順

繰りで来ているなとすごく感じていて、先日もたまたま一緒にわんぱくラリーに

参加した友人と上越でわんぱくラリー復活させたいよね、なんていう話にもなっ

ていて。今後少子高齢化でというようなところや、地域のコミュニティーの力っ

ていう部分を考えていかなきゃいけないっていう時に、やはり自分たちがどんな

経験してきたかっていうことがすごく大事だなということを感じています。子ど

もの時からこういうふうな経験をしたから大人になってこうしたい。子ども達が

元気だと、やっぱり高齢の方達も応援しようかなという仕組み作りができるのか

なというのがすごく感じているので、私自身は、公民館事業は非常に大切なこと

だなっていうふうに思いますし、連携しながら学校だとかそういったところで、

私自身がまた繋ぐ役割として今後も関わっていけたらいいなというふうに感じて

います。 
また、運営審議会も次期の委員としても関わらせていただいてまたご意見などを

聞かせていただきながらやっていきたいと思っています。どうもありがとうござ

いました。 
 
2 年間運営審議委員として出させていただきまして、私自身は私が勉強させてい

ただくばっかりで、たいした意見も述べられないまま終わってしまうわけですけ

れども。本当に皆さんが苦労されていることを見ながら、私ができることをこれ
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からも考えていきたいなと思っています。私は東地区公民館の利用団体の 1 人で

もあったのですが、実は今年、サークルから抜けてしまいまして、利用団体の一

員ではなくなってしまったんですけれども、やはり高齢化とか公民館を使う方が

少なくなっているという現状はあるなと思っています。 
小学校ではコーディネーターをしておりまして、東地区公民館とは色々と関わら

せていただいているわけですけれども。地域の方が初めて子どもたちと交流した

時に、「子どもって面白いこと考えているね」って言ってすごく喜んで帰っていか

れたんですね。やっぱり公民館でも、学生さんとか子ども達とか公民館利用者で

はないけれども、そういう人たちで、もっともっと交流をはかりながらやってい

くと、利用団体の方もどっちも元気になっていくのかなというような気がしてお

ります。今回の「クロスパルナイト」のようなイベントのような試みもすごく良

いものだったと思います。これからも公民館のみなさんには、色々工夫されて活

発な活動ができるようにと思っております。2 年間ありがとうございました。 
 
日和山小学校のコーディネーターをしております笠原と申します。2 年間本当に

ありがとうございました。公民館の皆様のお話を聞いて、本当に努力をされてい

らっしゃるのだなということを毎回感じさせていただいております。 
私の感じているところは、家庭における教育力向上の支援というところに非常に

私自身が興味がありまして、私も小学校で、下町の小学校なので、やっぱり保護

者の方が厳しい状況っていうのが非常に多く見受けられます。土地柄もあるんで

しょうけど、そういった手が届かないところの底上げというか、そこに私は手を

差し伸べたいっていうか、なんかずっとそれを考えているんですけど、その方法

はずっと見つからないままなんです。うちの小学校のことなんですけど、来年度

PTA の組織を大きく変更する動きが今あります。それはなぜかと言うと、やらさ

れる組織の一員であるより、やりたい人がやる組織の方がいいっていう結論に達

したんですよね。それはまあ PTA 会長さんがもう何年かうちの会長していただい

ているので、その方の考えが非常に強いんですけど。やっぱりやりたい人が自発

で集まった組織って本当に楽しくてやりがいもあるし、逆に人が寄ってくるって

いうそういう構造をコロナ禍でも見させていただきました。学校でも、文化祭・

バザーっていうのはずっとやってないし、おそらく今後ないんじゃないかなって。

時代と共に無くなっていくんじゃないかなって思うんですけど、その PTA 会長さ

んは、自分でできることをやろうっていうことで、1 品セールとかいろんなこと

考えて、やりたい人やろうって言って、初めて来た PTA の人が「すごく楽しかっ

た」って。「またやりたい」っていう声が聞こえてきたりするので、公民館の職員

の方の色んな知恵とかスキルを、私のような立場の人が PTA の方と繋ぐことで、

一般の保護者の方が公民館の職員の方ってこういう人なんだって知る機会にもな
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藤瀬議長 

りますし、みんなでまた 1 つスキルアップできるような、そんな舞台ができると

いいのかなっていうふうに考えています。以上です。ありがとうございました。 
 
皆さんどうもありがとうございました。 
本当に私達って、一人で、あるいはひとつの機関でできることって限られていて、

こうやって皆様から、それぞれの立場から色んな視点でお話を伺うことが非常に

力になるなというふうにも感じさせていただきましたし、今まで自分が気づかな

かったことにも気づかせていただけるんだなということを感じまして、こういう

場の大事さを噛みしめておりました。ありがとうございます。 
（5）その他 

藤瀬議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、議題（５）その他ですが、全体を通してこれを言えばよかった、聞け

ばよかったということも含めまして、皆さんの方から質問、あるいはご意見がご

ざいましたら、出していただければと思いますが、いかがでしょうか？ 
 
よろしいですか？皆様のお声をお聞かせいただきましたので、その中にも込めら

れていたかなというふうに受け取らせていただきます。皆様から 2 年間の振り返

りを伺いましたので、私もこの時間で一言お話をさせていただきたいと思います。 
本当に皆さんありがとうございました。2 年前を振り返りますと、コロナが出始

めて、公民館さんだけでなく、我々も含めて先の見えない初めてのことに遭遇し

た不安の中にいた時期だったなというふうに思い出しております。その中でもや

れることを探りながら、気がついたらオンラインのような新しい形が生まれてい

て、そして新たなつながり、距離を超えたつながりなんかも出てきたり、あるい

は、行くことは叶わないけれども、オンラインだったらこの辺でおばあちゃんの

世話をしながらとか、ちょっと子どもの面倒を見ながらなんていう新しい形が生

まれたんだなということも改めて感じさせていただきました。 
私も子どものことを普段考えながらやっているものですから、2 つ、子育てに関

したことを期待したいなと思います。コロナ禍で産前産後のケアをされている方

から、先日お話を伺ったんですけど、このコロナ禍では出産の形、出産の仕方が

随分と変容していて、それは里帰りということがまずは少なくなった。帰れば、

おじいちゃんおばあちゃんが危ないというようなこともあって、里帰りが少ない。

それから、入院中も、Zoom とかでは会えるとしても、生の家族と会えない。それ

から妊娠中もパパママ教室のようなことも、集合して対面でという形はずっと中

止が続いたと。そんな中で、産んだ後のお母さん達の大変さということが伝わっ

てきたりしておりますし、お父さんは、ご準備、気持ちの準備みたいなものも十

分に丁寧にできないまま、目の前に子どもがいるというような家族も多いと。コ

ロナ禍を 2 年経て、2 歳ぐらいになった子どもたちがこれから集団の場に入って
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村山補佐 

いくわけですけれども、そこはやはりその対人関係とか育ちを丁寧に見ていかな

いといけないよというふうに教えていただきました。是非ここの部分は、今日も

お父さんですとか、お母さんですとか、支援の事業がたくさんありましたけれど、

丁寧に公民館さんの方で企画を組んでいただけるととてもありがたいなと思いま

した。それが一点です。 
それから、計画の方にも、「自信を持って自己実現していける市民の育成」とかあ

るいは「自己肯定感を上げる」というような言葉がありました。子ども達は学校

に所属している子が多いと思いますけれども、学校の中ではあんまり評価されに

くい活動、例えば紙飛行機をどれだけ遠く飛ばせたかとか、箸をどれだけ上手に

作れたかとか、学校では先生方も気づいていても注目することが少ない部分です

かね。そんなところをたくさん活動に取り入れていただいて、君それすごいね。

みたいな場面があれば、そんなふうにフィードバックをもらえる子ども達の機会

がたくさんあると、とてもありがたいなというふうに感じておりました。 
2 点、公民館の事業の大事さのようなものも皆さんのお話を伺って感じましたの

で、引き続きまた来年度も地域の実情にあった、そして、基本方針に沿った事業

の運営をお願いできればという想いでおります。ありがとうございました。 
 

皆様のご協力のおかげで、本日予定された事項は全て終了いたしました。 
ここで事務局にお戻しいたします。委員の皆さん、どうもご協力ありがとうござ

いました。 
 
改めまして、委員の皆様 2 年間の任期、大変ありがとうございました。最後、藤

瀬議長もおっしゃいましたが、コロナ禍の中で私もこちらの部署に異動してまい

りました。正直なところ公民館の事業というのがどういう形のものが一番いいの

かというのが私も分からないところがあります。これから 2 類から 5 類になって

講座のやり方も別途考えていくことになると思います。今日色々とご意見いただ

きました、各地域での公民館の特色、地域に応じた柔軟な考えというのも考えな

がら館運営にあたってまいりたいと思いますし、委員の皆様におかれましては、

来期もおつとめいただけるようであれば、またお会いした時に色々なご意見をい

ただきながら考えていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
2 年間、大変お世話になりました。ありがとうございました。 
 
以上をもちまして、第 32 期第 4 回中央公民館運営審議会を終了させていただき

ます。長い時間大変ありがとうございました。 
閉会 

 


